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３．交通の動向と交通環境の将来見通し 

（１）交通（鉄道・バス）の現状 

▼鉄道路線図（H27） 

○本市の交通について、鉄道は、ＪＲ筑豊本線と篠栗線、後藤寺線の 3 路線で構成されており、バスは民営バス（西鉄バス、ＪＲ九州バス）、コミュニティバスが運行、平成 24 年度からは予約乗合タクシーが運行を開始してい

る。（コミュニティバスは平成 21 年度から 3 年間の実証運行を経て、平成 24 年度から本格運行を開始） 

▼バス路線図（H27） 

資料：国土数値情報、コミュニティバス・予約乗合タクシー利用ガイド 
資料：国土数値情報 
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※西鉄バス…西鉄バス筑豊㈱の管轄のみ（特急・急行は含まず） 

▼予約乗合タクシーの運行範囲 

資料：コミュニティバス・予約乗合タクシー利用ガイド 

資料：統計いいづか 

資料：統計いいづか 資料：商工観光課提供資料 

▼予約乗合タクシー利用案内 

○鉄道乗降客数は、新飯塚駅での増加を主要因として増加傾向にあるが、平成 18 年と比較し増加した駅と減少した駅の差が見られる。 

○バス利用者（民営バスの市内路線利用者）は、平成 19 年の 1,000 万人をピークに減少傾向にあり、減少幅は 2 割以上となっている。 

○コミュニティ交通利用者は、本格運行開始時と比較し、増加しているものの民営バス利用者（平成 25 年）の 1％に満たない。 

 

資料：コミュニティバス・予約乗合タクシー利用ガイド 
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（２）市民交通行動の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1,848 

1,248 

2,005 

246 

834 

121 

39 

52 

7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

家具・家電等

衣料品

日用品

日常の買い物場所についての市民行動

市内 県内他市町村 県外

94％

58％

87％

39％

12％

6％

（ｎ＝2,133）

（ｎ＝2,134）

（ｎ＝2,133）

7% 5% 80% 3%
1%

4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
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徒歩 自転車 自家用車 バス 鉄道 その他

38% 34% 13% 6%

3%

6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

自宅から最寄バス停までの所要時間 (n=2,160)

5分未満 5～10分未満 10～15分未満 15～20分未満 20～25分未満 25分以上

回答内容 
回答数

(n=458) 
回答率 住みやすい（住みにくい）理由の多数回答項目 

住みやすい 

272 59.4％ 

・自然災害が少ない（37.8％）    ・自然環境が良い（37.0％） 

・土地への愛着がある（36.3％）   ・買い物が便利である（36.3％） 

・病院・福祉施設の充実（35.6％）  ・交通の便が良い（30.7％） 

どちらかといえば 

住やすい 

どちらともいえない 99 21.6％  

どちらかといえば 

住みにくい 78 17.0％ 

・交通の便が良くない（56.4％）   ・買い物が不便である（52.6％） 

・働く場所が少ない（29.5％） 

参考：自然環境が少ない（3.9％）、病院・福祉施設の不足（6.4％） 住みにくい 

無回答・無効回答 9 2.0％  

 

 

Ａ 

運転免許証は持って 

いるが車は持たない 

Ｂ 

運転免許証も 

車も持たない 

合計 Ａ+Ｂ/ｎ 

全体 

(n=2,215) 
222 236 458 20.7％ 

 

70 才以上 

(n=240) 
12 82 94 39.2％ 

資料：人口ビジョン市民アンケート  

 

▼（参考）全国の運転免許保有者の状況（H22）            単位：千人 

 
運転免許 

保有者数 

国勢調査 

人口 

割合 

（％） 

人 数 81,010 109,059 74.3 

うち 65 才以上 12,754 29,246 43.6 

割合（％） 15.7 26.8 ― 

資料：運転免許統計、国勢調査 

▼車を持たない人の割合 

○人口ビジョン市民アンケート調査によると、日常の買い物について、日用品の 9 割弱、衣料品の 6 割弱、家具・家電等の 9 割以上の市民が市内で買い物

を行っており、その際の交通手段として、8 割の方が自家用車を利用している。 

○車を自由に使えない人の住みやすさの満足度を見ると、「住みやすい」、「どちらかといえば住みやすい」と感じる方が半数以上となっている。一方で、「住

みにくい」、「どちらかといえば住みにくい」と感じる人は 17％にとどまっているものの、そのうちの半数以上の方が「交通の便が良くない」、「買い物が

不便である」と感じている。 

○全国的な統計データで高齢者の代表交通手段分担率をみると、地方都市圏においては 75 歳以上の半数近くは自動車以外の交通手段を用いている。 

 

（参考）人口ビジョン市民アンケートの概要 
・調査名：飯塚市人口ビジョン及び総合戦略策定に関する 
「市民アンケート」調査 
・調査対象：18 歳以上の市内居住者 6,000 人 
・調査期間：平成 27 年 7 月 
・実施主体：飯塚市 
・回答率：37.2％ 

資料：人口ビジョン市民アンケート 

資料：人口ビジョン市民アンケート 

▼車を持たない人の住みやすさの満足度 

資料：人口ビジョン市民アンケート 

資料：人口ビジョン市民アンケート 

資料：平成 22 年度全国都市交通特性調査（国土交通省） 

▼高齢者の代表交通手段分担率 

（参考）自宅から最寄バス停までの所要時間（n=2,160） 
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（３）交通環境の将来見通し 

 

++ 

 

○平成 22 年時点において、公共交通便利地域以外に居住する人の割合は全体の 4 割。人口が減少する平成 47 年においてもこの割合は変わらず、高齢者の 4 割が公共交通不便地域又は公共交通空白地域に居住する

ことが見込まれる。 

○公共交通の利便性に基づく地域別人口密度の推移を見ると、不便地域や空白地域と同様に便利地域においても人口密度の低下が見込まれる。 

○公共交通便利地域は、鉄道と民営バス路線により形成されている。 

▼公共交通の利便性に基づく地域とメッシュ別人口密度の重ね合わせ 

資料：国勢調査、国土数値情報、バス時刻表をもとに加工 資料：都市構造評価ハンドブックを参考に市作成 

▼公共交通の利便性に基づく地域（公共交通便利地域、不便地域、空白地域）の定義

運行本数15回／日
（往復）以上

運行本数15回／日
（往復）未満

駅から
800ｍ圏内

公共交通便利地域

駅から
800ｍ圏外

公共交通
不便地域

公共交通
空白地域

バス停から
300ｍ圏外

バス

鉄
道

バス停から300ｍ圏内

資料：国勢調査をもとに推計・加工 

▼公共交通の利便性に基づく地域別人口密度の推移 

資料：国勢調査をもとに推計・加工 資料：国勢調査をもとに推計・加工 

単位：人/ha

分類 H22 H47 H52

公共交通便利地域 18.7 15.7 15.0

公共交通不便地域 17.3 15.1 14.5

公共交通空白地域 2.3 1.9 1.8

79,143
60.2% 66,513

60.2% 
63,223
60.2% 

15,472
11.8% 

13,520
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年
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59.9% 
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59.8% 

21,028
59.7% 

3,581
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4,208
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40.2％ 

■公共交通の利便性に基づく地域（公共交通便利地域、不便地域、空白地域）の定義 

資料：地域連携都市政策室作成 資料：地域連携都市政策室作成 
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４．都市機能施設の立地状況と立地環境の将来見通し 

（１）都市機能施設の立地状況 

 

 

 

 

 

▼生活サービス関連施設の立地件数（H27） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○本市には様々な施設が立地しているが、このうち市民が生活する上で利用する施設（娯楽に関する施設を除く）＝生活サービス関連施設の総数は 2,307 件。 

○生活利便施設（日常の生活を行う上で必要な施設のうち、通所型（訪問型、入所型と区別）のもの）は、商業施設として生鮮三品取扱店が 80 件、コンビニエンスストアが 66 件、医療施設として一般病院が 12 件、

一般診療所（内科、小児科）が 94 件、福祉施設として高齢者通所系福祉施設が 98 件、障がい者通所系福祉施設が 39 件、子育て施設が 52 件、教育施設として小学校が 23 件、中学校が 12 件立地している。ま

た、鉄道駅は 11 駅、バス停留所は 244 箇所立地している。 

資料：【商業】大型小売店要覧、日本スーパー名鑑、iタウンページ、経済センサス【医療】健康・スポーツ課提供資料、

【福祉】飯塚市内介護保険指定事業所一覧、指定障害福祉サービス事業所一覧、【子育て・教育】子育て支援課提

供資料、【防災防犯】防災安全課提供資料、【地域経済関連】iタウンページ、施設 HP、【行政】統計いいづか、都

市計画課提供資料、【交通】国土数値情報、各バス会社 HP 

（医療機関は平成 26 年 4 月 1 日現在、その他の情報は平成 27 年 9 月 1 日現在の情報にて作成。） 

 

※1）大規模小売店舗：大規模小売店舗立地法による建物内の店舗面積の合計が 1,000 ㎡を超える店舗。 

※2）個店には、スーパーマーケット内での営業店舗を含む。 

※3）内科のうち小児科を有する診療所は 35 件（小児科のうち内科を有しない診療所は２件）。よって、内科、

小児科の施設数は計 94 件 

※3）診療所には、福祉施設等の医務室を含む。 

※4）福祉施設の小計：複数のサービスを実施している施設があるため、サービス毎の合計と施設数小計が合わ

ない場合がある。 
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■徒歩圏人口カバー率の計算方法：各施設の徒歩圏内人口／市全体人口×100％ 

＊徒歩圏人口カバー率の圏域設定の根拠 

・教育施設以外は、「都市構造の評価に関するハンドブック（国土交通省）」をもとに徒歩圏

を「施設を中心に８００ｍの範囲」に設定。 

・教育施設は「公立小学校・中学校の適正規模・適正配置等に関する手引き（文部科学省）」

をもとに徒歩圏を小学校は「学校を中心に４ｋｍの範囲」、中学校は「学校を中心に６ｋｍ

の範囲」に設定 

・８００ｍの徒歩所要時間は１０分＝８００ｍ÷８０ｍ／分（速度は不動産の表示に関する

公正競争規約施行規則引用） 

 ■徒歩圏人口密度の計算方法：各施設の徒歩圏内人口/圏域面積（人/ha） 

○生活利便施設（通所型）は、ＤＩＤ地区内（鯰田地区、立岩地区、飯塚東地区、菰田地区、飯塚片島地区、二瀬地区、穂波地区のそれぞれ一部）に集積が見られる。 

○施設区分ごとの徒歩圏人口カバー率をみると、生鮮三品取扱店以外は８５％を超えている。 

▼生活利便施設（通所型）の立地状況（H27） ▼生活利便施設（通所型）の徒歩圏人口カバー率（H22） 

 施設名 徒歩圏人口カバー率 

商業施設 

生鮮三品取扱店 77.3％ 

コンビニエンスストア 87.3％ 

医療施設 
一般病院（内科・小児科）、 

一般診療所（内科・小児科） 
86.2％ 

福祉施設 
高齢者通所系福祉施設、 

障がい者通所系福祉施設 
92.5％ 

子育て施設 
保育所、幼稚園、認定こども園、 

子育て支援センター、病後児保育施設 
86.5％ 

教育施設 小学校、中学校 99.9％ 

 

▼都市機能施設の分類（*） 

生活サービス関連施設：市民が生活する上で利用する施設（娯楽施設を除く） 

生活利便施設（通所型）：日常の生活を行う上で必要な施設のうち通所型のもの 

商業施設：生鮮三品取扱店、コンビニエンスストア 

医療施設：一般病院（内科、小児科）、一般診療所（内科、小児科） 

福祉施設：高齢者通所系、障がい者通所系 

子育て支援施設：保育所、幼稚園、認定こども園、子育て支援センター、病後児保育施設  

教育施設：小学校、中学校 

(*)都市機能施設について明確な定義はなく、基礎調査においては生活利便施設（通所型）を都市機能施設と位置づ

け分析（都市機能施設を生活利便施設（通所型）に限定するものではなく、基礎調査上の分類として使用） 

（参照）都市再生特別措置法第 81 条第 1 項「都市機能誘導施設：医療施設、福祉施設、商業施設その他の都市の

居住者の共同の福祉又は利便のため必要な施設であって、都市機能の増進に著しく寄与するものをいう。」 
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（２）生活利便施設の徒歩圏人口密度の将来見通し 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

○生鮮三品取扱店の総数は 80 件で、スーパーマーケット以外に生鮮三品を取り扱う個店も多く立地している。 

○徒歩圏人口カバー率の高い地域が存在しており、生鮮三品取扱店について、平成 27 年の施設が平成 47 年も立地している場合、徒歩による生活利便性の高い地域が複数存在することが見込まれる。 

○生鮮三品取扱店の徒歩圏人口密度について、飯塚片島地区で 30 人／ｈａを超えているものの、全体的に人口密度は低く、将来的にもほぼ全ての地区で徒歩圏人口密度の低下が見込まれる。 

 

▼生鮮三品取扱店の徒歩圏域の人口密度（H47） 

資料：【生鮮三品取扱店】大型小売店要覧、日本スーパー名鑑、iタウンページ 

【人口密度】国勢調査をもとに加工・推計 

▼地区別徒歩圏人口密度の推移・立地件数・徒歩圏人口カバー率 

地区名 

徒歩圏人口密度（人／ha） 
立地件数 

（H27） 

徒歩圏人口 

カバー率（H47） 
H22 H47 

鯰田地区 18.1  14.3  4 79.9% 

立岩地区 25.5  25.6  7 99.6% 

飯塚東地区 21.2  14.8  7 90.4% 

菰田地区 26.3  19.3  4 100.0% 

鎮西地区 23.0  22.2  5 64.2% 

飯塚片島地区 33.2  27.1  14 100.0% 

二瀬地区 29.1  25.4  12 88.8% 

幸袋地区 13.7  11.2  4 54.1% 

穂波地区 19.4  16.4  13 83.9% 

庄内地区 9.7  8.1  5 67.6% 

筑穂地区 9.5  7.5  4 62.0% 

頴田地区 8.9  6.9  1 29.6% 

計 18.6  15.8  80 78.0% 
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○コンビニエンスストアの総数は 66 件で、主に国道沿いに分散しているが、施設によっては近接して立地している場所もある。 

○平成 47 年時点において徒歩圏人口カバー率の高い地区が複数存在することが見込まれるものの徒歩圏人口密度は全体的に低く、将来的にも低下が見込まれる。 

 

▼コンビニエンスストアの徒歩圏域の人口密度（H47） 

 

▼地区別徒歩圏人口密度の推移・立地件数・徒歩圏人口カバー率 

地区名 

徒歩圏人口密度（人／ha） 
立地件数 

（H27） 

徒歩圏人口 

カバー率（H47） 
H22 H47 

鯰田地区 13.1  10.2  1 90.4% 

立岩地区 24.7  24.8  9 100.0% 

飯塚東地区 23.0  16.1  3 100.0% 

菰田地区 26.3  19.3  3 100.0% 

鎮西地区 22.6  21.9  2 68.6% 

飯塚片島地区 33.2  27.1  5 100.0% 

二瀬地区 29.4  25.5  10 97.0% 

幸袋地区 12.0  10.1  5 84.7% 

穂波地区 17.1  14.5  15 91.4% 

庄内地区 8.7  7.3  6 80.6% 

筑穂地区 11.4  8.5  3 71.1% 

頴田地区 8.2  6.5  4 66.9% 

計 17.6  14.9  66 87.9% 

 
資料：【コンビニエンスストア】iタウンページ、店舗 HP 

【人口密度】国勢調査をもとに加工・推計 
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▼一般病院（内科）・一般診療所（内科）の徒歩圏域の人口密度（H47） 

資料：【病院・診療所】健康・スポーツ課提供資料 

【人口密度】国勢調査をもとに加工・推計 

○一般病院（内科）、一般診療所（内科）の総数は 103 件で、二瀬地区、穂波地区、飯塚片島地区で 10 件以上の立地が見られる。 

○平成 47 年時点において徒歩圏人口カバー率の高い地区が複数存在することが見込まれるものの徒歩圏人口密度は全体的に低く、将来的にも低下が見込まれる。 

 

▼地区別徒歩圏人口密度の推移・立地件数・徒歩圏人口カバー率 

地区名 

徒歩圏人口密度（人／ha） 
立地件数 

（H27） 

徒歩圏人口 

カバー率（H47） 
H22 H47 

鯰田地区 13.9  11.0  5 97.1% 

立岩地区 25.6  25.7  9 99.1% 

飯塚東地区 22.2  15.4  4 99.3% 

菰田地区 26.3  19.3  8 100.0% 

鎮西地区 14.8  14.2  4 81.7% 

飯塚片島地区 33.2  27.1  14 100.0% 

二瀬地区 22.4  19.4  18 92.4% 

幸袋地区 11.1  9.1  8 83.2% 

穂波地区 15.1  12.6  15 88.5% 

庄内地区 9.1  7.7  5 64.8% 

筑穂地区 8.9  6.8  8 75.4% 

頴田地区 6.8  5.2  5 52.8% 

計 15.2  12.8  103 86.6% 
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▼通所系福祉施設の徒歩圏域の人口密度（H47） 

資料：【通所系福祉施設】飯塚市内介護保険指定事業所一覧、指定障害福祉サービス事業所一覧

【人口密度】国勢調査をもとに加工・推計 

○高齢者通所系福祉施設及び障がい者通所系福祉施設の総数は 137 件で、半数以上の地区で立地件数 10 件を超えており、他の生活利便施設に比べて比較的分散した立地であることが見られる。 

○平成 47 年時点において徒歩圏人口カバー率の高い地区が複数存在することが見込まれるものの徒歩圏人口密度は他の生活利便施設と比較し最も低く、平成 47 年も低い割合で推移することが見込まれる。 

▼地区別徒歩圏人口密度の推移・立地件数・徒歩圏人口カバー率  

地区名 

徒歩圏人口密度（人／ha） 
立地件数 

（H27） 

徒歩圏人口 

カバー率（H47） 
H22 H47 

鯰田地区 12.5  9.8  6  89.8% 

立岩地区 24.7  24.8  7  100.0% 

飯塚東地区 22.2  15.4  8  99.7% 

菰田地区 26.3  19.3  3  100.0% 

鎮西地区 9.0  8.5  13  93.9% 

飯塚片島地区 33.2  27.1  6  100.0% 

二瀬地区 20.0  17.5  16  97.4% 

幸袋地区 9.0  7.4  13  87.9% 

穂波地区 14.6  12.3  23  95.1% 

庄内地区 8.3  6.9  15  94.0% 

筑穂地区 5.2  4.0  12  64.2% 

頴田地区 5.4  4.2  15  86.6% 

計 12.2 10.3 137  92.9% 
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▼子育て施設・一般病院（小児科）・一般診療所（小児科）の徒歩圏域の人口密度（H47） 

○子育て施設、一般病院（小児科）、一般診療所（小児科）の総数は 92 件で、穂波地区、二瀬地区、飯塚片島地区では 10 件以上の立地が見られる。 

○平成 47 年時点において徒歩圏人口カバー率の高い地区が複数存在することが見込まれるものの、徒歩圏人口密度は立岩地区を除く全ての地区で低下が見込まれる。 

 

▼地区別徒歩圏人口密度の推移・立地件数・徒歩圏人口カバー率 

地区名 

徒歩圏人口密度（人／ha） 
立地件数 

（H27） 

徒歩圏人口 

カバー率（H47） 
H22 H47 

鯰田地区 15.2 12.1 5 93.8% 

立岩地区 25.5 25.6 7 99.8% 

飯塚東地区 24.3 16.9 3 90.5% 

菰田地区 26.3 19.3 8 99.5% 

鎮西地区 22.5 21.6 3 78.1% 

飯塚片島地区 33.2 27.1 11 100.0% 

二瀬地区 25.7 22.2 15 91.4% 

幸袋地区 14.0 11.8 5 81.9% 

穂波地区 14.7 12.3 18 93.7% 

庄内地区 9.0 7.4 6 66.8% 

筑穂地区 9.2 7.1 7 67.8% 

頴田地区 8.0 6.3 4 64.9% 

計 16.5 13.9 92 86.5% 

 
資料：【子育て施設】子育て支援課提供資料 

【人口密度】国勢調査をもとに加工・推計 
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▼教育施設（小学校・中学校）の徒歩圏域の人口密度（H47） 

 

資料：【教育施設】教育総務課提供資料 

【人口密度】国勢調査をもとに加工・推計 

○教育施設（小学校、中学校）の総数は 34 件で、頴田地区では小中一貫校が立地している。 

○徒歩圏人口密度は立岩地区を除く全ての地区で低密度化が進行するものの、徒歩圏人口カバー率は全ての地区で高いことが見込まれる。 

▼地区別徒歩圏人口密度の推移・立地件数・徒歩圏人口カバー率 

地区名 

徒歩圏人口密度（人／ha） 
立地件数 

（H27） 

徒歩圏人口 

カバー率（H47） 
H22 H47 

鯰田地区 15.5  12.3  1 100.0% 

立岩地区 24.8  24.8  5 100.0% 

飯塚東地区 21.3  14.8  1 100.0% 

菰田地区 26.3  19.3  1 100.0% 

鎮西地区 11.6  11.0  5 100.0% 

飯塚片島地区 34.2  28.0  2 100.0% 

二瀬地区 20.9  18.3  2 100.0% 

幸袋地区 10.1  8.3  3 100.0% 

穂波地区 15.8  13.3  7 100.0% 

庄内地区 8.1  6.7  2 100.0% 

筑穂地区 5.7  4.3  4 99.3% 

頴田地区 5.5  4.4  1 100.0% 

計 13.6  11.5  34 99.9% 
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▼（参考）郵便局・金融機関（ＡＴＭを含む）の立地状況 

 

 

▼（参考）ガソリンスタンドの立地状況 

 

 

資料：【郵便局・金融機関】各施設 HP 

【人口密度】国勢調査をもとに加工・推計 

資料：【ガソリンスタンド】国土数値情報、iタウンページ 

【人口密度】国勢調査をもとに加工・推計 
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（３）生活利便施設の交通利便性の状況 

 

 

 

 

 

 

▼公共交通の利便性に基づく地域別施設立地件数 

 

○生活利便施設（通所型）は、主に公共交通便利地域に立地しており、特に生鮮三品取扱店の

立地割合が高い。 

○通所系福祉施設の公共交通便利地域での立地割合は他の施設に比べ低く、相対的に公共交通

空白地域における同施設の立地割合が高い。 

▼公共交通の利便性に基づく地域別施設立地状況 

施設立地数 

（割合） 

公共交通 

便利地域 

公共交通 

不便地域 

公共交通 

空白地域 
計 

生鮮三品取扱店 
66 

（82.4％） 

7 

（8.8％） 

7 

（8.8％） 
80 

コンビニエンスストア 
48 

（72.7％） 

6 

（9.1％） 

12 

（18.1％） 
66 

一般病院（内科）・ 

診療所（内科）） 

79 

（76.7％） 

7 

（6.8％） 

17 

（16.5％） 
103 

通所系福祉施設 
82 

（59.8％） 

12 

（8.8％） 

43 

（31.4％） 
137 

 

高齢者通所系福祉施設 
61 

（62.2％） 

8 

（8.2％） 

29 

（29.6％） 
98 

障がい者通所系福祉施設 
21 

（53.8％） 

4 

（10.3％） 

14 

（35.9％） 
39 

子育て施設・一般病院（小児

科）・一般診療所（小児科） 

68 

（73.9％） 

8 

（8.７％） 

16 

（17.4％） 
92 

 

資料：都市構造評価ハンドブックを参考に市作成 

▼公共交通の利便性に基づく地域（公共交通便利地域、不便地域、空白地域）の定義

運行本数15回／日
（往復）以上

運行本数15回／日
（往復）未満

駅から
800ｍ圏内

公共交通便利地域

駅から
800ｍ圏外

公共交通
不便地域

公共交通
空白地域

バス停から
300ｍ圏外

バス

鉄
道

バス停から300ｍ圏内

（再掲） ■公共交通の利便性に基づく地域（公共交通便利地域、不便地域、空白地域）の定義 
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４）生活利便施設の立地の変遷 

○過去 15 年間における商業施設の立地の変遷を見ると、各地区でのスーパーマーケットの閉店が際立っている。また、国道沿いにおいて規模の大きなドラッグストアや買回品店の開業が見られる。 

○施設数の変遷において、スーパーマーケットの開業数は 9 件、閉店数は 32 件と閉店数が開業数を大きく上回っている。 

 

▼商業施設の立地の変遷（H12-H27） 

資料：【商業施設】大型小売店要覧、日本スーパー名鑑、iタウンページ 

▼施設数の変遷 

施設数 H12 H27 
H12－H27 

開業数 

H12－H27

閉店数 

スーパーマーケット 48 25 9 32 

ドラッグストア 

（1,000 ㎡以上） 
0 6 6 0 

日用品店 

（1,000 ㎡以上） 
1 2 1 0 

買回品店 

（1,000 ㎡以上） 
15 21 11 5 
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資料：【医療施設】健康・スポーツ課提供資料を加工 

▼医療施設の立地の変遷（H20-H26） 

○平成 20 年以降の医療施設の立地の変遷を見ると、一般診療所において開業数が閉院数の 3 倍以上多くなっている。 

○病院の立地状況に変化はないが、近年、病棟の建替や増築など施設の更新が図られている。 

▼施設数の変遷 

施設数 H20 H26 
H20－H26 

開業数 

H20－H26

閉院数 

病院 13 13 ０ ０ 

一般診療所 128 136 11 3 

歯科 78 79 6 5 

 

▼一般病院（内科・小児科）の更新状況 

病院名 建替病棟 年度 救急医療体制 

飯塚嘉穂病院 新病棟 平成 23 年度 第二次 

頴田病院 新棟 平成 24 年度 ― 

総合せき損センター 新病棟 平成 24 年度 第二次 

飯塚病院 新病棟 平成 24 年度 第三次 

飯塚市立病院 本館 平成 25 年度 第二次 

 


